
 

 

監査委員公表第２号  

 

行政監査、定期監査及び財政援助団体等監査結果に係る措置状況について（公表） 

 

 令和４年度定期監査及び財政援助団体等監査結果に係る措置状況について、下記の

とおり報告があったので、地方自治法第１９９条第１２項の規定により公表する。 

 

 令和５年４月５日 
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令和４年度行政監査、定期監査及び財政援助団体等監査結果に係る措置状況の報告

について 

 

別紙、監査指摘事項に対する措置実施状況のとおり 

  



 

 

  



 

 

 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 1 種類 行政監査 部署 財政課

頁 6 指　摘　事　項

回　答　事　項

A対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討

（R5．3回答）
　監査実施後、各担当課に調査した結果、ドライブレコーダー設置状況については、135
台中83台となっています。
　未設置車については、監査でお答えしたように、買い替え時期が近い車両が多く、買い替
え時に設置することとしています。
　設置状況については、別紙資料のとおりです。

　（※別紙資料、省略　監査事務局）

監査指摘事項に対する措置実施状況

　財政課がドライブレコーダーの実装を把握している公用車両は、監査を実施した時点で１
３５台中３６台にとどまっていた。現時点では、貸切バス事業者のみ装着が義務付けられて
いるドライブレコーダーであるが、職員の安全運転意識の向上や、事故発生時には報告への
活用を見込むことができる。今後は、ドライブレコーダーの実装車両の全容把握に努め、未
実装であれば、順次、実装を進めていただきたい。



 

 

 
  

年度 Ｒ４ № 2 種類 定期監査 部署 財政課

頁 8 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　所在場所を旧庁舎から変更していない備品について、９月末時点で一覧表を提出していた
だいたところ、該当する備品が多数見受けられた。備品台帳の管理は、その備品を所管する
物品管理者の責務であるが、当該部署は、事務分掌上、備品の購入等を総括する立場であ
る。
　前年度末には、備品台帳の整理を掲示板にて各部署に依頼しているとのことであったが、
該当する備品を所管する部署に対しては、再周知を行い、本年度中に所在の変更処理を完了
させていただきたい。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討

（R5．3回答）
　備品台帳で旧庁舎となっている部署に対して一覧表を手渡し、現存の有無を含め整理する
よう依頼しました。
　本年度末時点で所在地が旧庁舎となっている備品はありません。



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 3 種類 定期監査 部署 財政課

頁 9 指　摘　事　項

回　答　事　項

D

監査指摘事項に対する措置実施状況

　財政課が予算執行する消火栓維持管理負担金について、予算を衛生費において措置してい
た。消火栓の維持管理を、上水道事業の一環として行っているための措置とのことである
が、消防本部が所管する消火栓の新設や修繕についての予算は、消防費で措置されているた
め、同じ消火栓の管理に係る経費として、予算区分に統一性を持たせていただきたい。
　また、財政課が予算執行する事業は、各款項に分散しがちであるので、他部署が所管する
類似事業の予算措置と比較し、同様のケースがあれば、適宜予算区分を見直していただきた
い。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討

（R5．3回答）
　消火栓維持負担金は、総務省から毎年通知される地方公営企業繰出金基準に基づき、 上
水道事業会計に対して消火栓等に要する経費を負担するものとして支出しています。 本来
であれば、 繰出基準に基づく水道会計負担金という表記でよいと思いますが、 内容を予算
書上で詳細に記載し、わかりやすくするために消火栓等維持管理負担金としています。 ま
た、 同じく令和5年度から上記繰出基準に基づく児童手当負担金も予算措置していますが、
当該負担金も上記と同じ理由で詳細に内容を記載しているところです。
　よって､ 明瞭化することにより予算上の統一性の問題が発生するということであれば、他
市等の状況も調査し、来年度予算からは ① 同じ予算科目で消火栓維持、 児童手当負担金と
もに水道事業会計負担金と表記へ変更 ②各款項 (消火栓: 消防費、 児童手当 民生費)で予算
措置するかを検討いたします。



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 4 種類 定期監査 部署 まちづくり課

頁 14 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　まちづくり課では、都市計画図等（以下、「図面」という。）を販売しており、不定期な
がら毎月の収入実績がある。従って、図面は、企業にあっては換価価値がある商品として扱
われるものであり、期末において棚卸が必須の資産にあたる。
　しかしながら、販売枚数と在庫枚数の照合を行っているものの、実施時期を定めていな
かった。今後は時期を定めて毎年度１、２回、販売枚数と収入額との比較、および帳簿上の
在庫枚数と実数との照合を実施していただきたい。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討

（R5．3回答）
　販売用地図について、販売枚数と在庫枚数を照合する時期を定めていないとの指摘でし
た。
　今後、年間２回（９月末、３月末）に各枚数の照合を行うこととします。
　販売枚数とコピー実費弁償金、及び帳簿上の在庫枚数と実数の照合を行います。
　帳簿については、販売履歴が分かる帳簿を窓口に備え付けるとともに、エクセルシートで
も在庫管理を行います。



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 5 種類 定期監査 部署 産業創造課

頁 16 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　このたび監査した限りの文書ファイルにおいて、誤って作成した書類を作成過程の資料と
して見なし、正式な書類とともに編冊しているケースが多々見受けられた。
　文書取扱規程第３９条第１項においては、施行が終了した決裁済文書及び施行を要しない
決裁済文書並びに供覧が終了した文書を、完結文書として編冊し保管するものとしている
が、前述の書類については、決裁または供覧の手続きを経ていないと思われるため、保管す
べき書類に当たらない。
　産業創造課では、文書取扱規程に従い、編冊して保管する文書を、完結文書に限定するよ
う改めていただきたい。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討

（R5．3回答）
　ご指摘のとおり、文書取扱規程に従い、編冊して保管する文書を、完結文書に限定するよ
う改めました。



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 6 種類 定期監査 部署 議会事務局

頁 17 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　北播政経懇話会は、北播地域の発展に寄与するため、会員に中央の的確な情報を提供し、
地域社会の諸問題について考える場をつくるとともに、会員相互の親睦を図ることを目的と
している。本市議会においては、慣例的に、議会の代表として、議長及び副議長が会員とし
て名を連ねている。
　しかしながら、本会における会員とは、北播地域の行政、経済、文化・芸術、教育など各
界の有力者のうち、本会の趣旨に賛同する者と規約に定めており、これに照らすと、両名
は、議会の代表者ではなく、行政に関わる有力者としての位置づけに当たる。
　現行では、両名の会費を、議会の代表者として議会運営費の負担金から支出しているが、
本会の規約に準じれば、会費の支出科目は、負担金よりも交際費が適当であると思われる。
当該会費に係る支出科目については、検証を望みたい。

（R5．3回答）
　令和５年度から、北播政経懇話会会費に係る支出科目については、交際費から支出しま
す。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 7 種類 定期監査 部署 農業委員会事務局

頁 18 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　農業委員会では、農業委員会専決処理規程において、会長の専決事項を定めているが、そ
の他の専決事項では、農業委員会規程第１３条において、市長事務部局の定める条例等の規
定を準用することと規定している。従って、事務局における決裁区分には、小野市決裁規程
別表１及び別表３が準用される。
　なお、農業委員会規程第６条第１項において、事務局に係しか規定されておらず、課長が
配置されていないため、小野市決裁規程においては課長専決の案件であっても、局長が専決
する。
　一部の決裁伺で、起案者と決裁権者が同一の場合、決裁権者の押印省略が見受けられたの
で、決裁権者として確認した記録を残すためにも、決裁権者欄に押印していただきたい。

（R5．3回答）
　指摘後、決裁権者の欄にはライン職全員が押印するよう対応しました。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 8 種類 定期監査 部署 農業委員会事務局

頁 19 指　摘　事　項

回　答　事　項

D

監査指摘事項に対する措置実施状況

　農業委員会等に関する法律が平成２７年に改正され、農業委員会委員の選出方法が、選挙
制と市町村長の選任制の併用から、市町村長の任命制に変更された。このことにより、農業
委員会で実施する選挙はなくなったものと思われる。
　しかし、依然として、農業委員会規程第３条において、「委員会で行う選挙の方法、手続
きは別に定める。」と規定し、農業委員会選挙事務規程を廃止していない。
　当該法律において、選挙に係る案件が消滅している以上は、農業委員会においても、農業
委員会規程を一部改正し、農業委員会選挙事務規程を廃止する規程を制定していただきた
い。

（R5．3回答）
　令和5年度中に農地法実施細則等、農業委員会関係の規則等の改正を行う予定であるた
め、それに合わせて廃止する予定です。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 
  

年度 Ｒ４ № 9 種類 定期監査 部署 いきいき社会創造課

頁 20 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　小野市教育委員会事務局の内部組織等に関する規則（昭和５７年教委規則第２号）第３条
において、図書館、好古館、あお陶遊館、各コミュニティセンターは事務局の内部組織であ
り、小野市教育委員会公印規則（平成１３年教委規則第２号。以下、「公印規則」とい
う。）の適用を受ける。従って、公印規則第５条第１項に定められた公印の押印手続に則
り、公印を押印しようとする者は、公印使用簿（様式第２号）に所要事項を記載しなければ
ならない。
　しかし、一部の館やコミュニティセンターにおいては、公印使用簿とは異なる様式に、所
要事項を記載している例が見受けられた。また、別のコミュニティセンターにおいては、公
印使用簿に、公印の押印に係る所要事項とともに、公印として規定していない地域づくり協
議会印の押印に係る所要事項を記載している例が見受けられた。
　公印使用簿については、規定の様式を用い、かつ、公印を押印する場合に限り記載するよ
うに、全館及び各コミュニティセンターに周知徹底していただきたい。

（R5．3回答）
　好古館：総務課で現在使用されている様式のものと差し替えを行いました。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 10 種類 定期監査 部署
いきいき社会創造課

（好古館）

頁 22 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　小野市立好古館の設置及び管理に関する条例（平成２年条例第６号）別表第３において、
柳風亭の使用料については、午前９時から１２時までの３時間で3,600円と規定してい
る。しかし、午前１０時から１２時までの２時間の使用を希望する利用者が多いことを背景
に、午前中２時間の利用については、１時間当たりの料金を算出し、2,400円の使用料を
徴収していた。
　午前９時から１２時までの時間帯において、実質の使用時間が３時間未満であっても、条
例によって使用料が定められている以上、規定された以外の変則的な使用料を徴収すること
はできない。以後、柳風亭又は研修室に対して、午前中に２時間の使用希望があったとして
も、規定の使用料を徴収するように早急に改められたい。
　なお、利用者の利便性を考慮し、１時間当たりの料金を設定するのであれば、同条例を改
正する等、正式な手続きを踏まえた上で適用していただきたい。

（R5．3回答）
　指摘があって以降は、午前中の利用は規定通り3,600円を徴収しています。２時間料金
で利用を希望されている利用者には、午後の２時間枠に移動していただきました。
　なお、利用者の利便性を考慮し、１時間当たりの料金設定への変更と手数料の見直しを検
討します。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 11 種類 定期監査 部署
いきいき社会創造課

（好古館）

頁 22 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　小野市好古館の設置及び管理に関する条例施行規則（平成２年規則第２９号）では、使用
許可申請書を第７条様式第１号に、入館料等免除申請書を第８条様式第２号の２に規定して
いる。
　しかし、当該施設において、使用許可申請書には暴力団等に該当しない旨の誓約欄の不
備、入館料等免除申請書には特別支援学校を養護学校と表記する不備が見受けられた。改正
規則を施行する時点で、受付に配備する様式を入れ替えていなかったことによる不備と思わ
れる。
　規則に様式を規定している申請書等については、実際に用いている様式と差異がないか見
直し、かつ、今後規則改正があった場合には、受付への配備までを一連の作業として認識す
るようにしていただきたい。

（R5．3回答）
　現在は、規則に規定している様式に入れ替え対応しています。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 
  

年度 Ｒ４ № 12 種類 定期監査 部署
いきいき社会創造課

（あお陶遊館）

頁 23 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　当該施設では、受講者から受講料を現金で徴収するため、現金出納帳を備え付けている。
分納出納員は、１日に２度、入金記録、領収書、現金を照合し、館長が確認しているが、入
金を記録する現金出納帳には、いつ、誰から入金があったか等の情報が記録されていなかっ
た。
　今後、現金出納帳には、現金の増減だけでなく、入金した日時や相手等も記録するよう
に、運用を改めていただきたい。

（R5．3回答）
　ご指摘のいつ、誰から入金があったか等の情報については、公金管理表入金表と金種表並
びに陶芸体験申込書で確認できるシステムとなっており、いつ、誰がいくら支払ったかを適
切に管理しています。
　監査当日の準備書類の中に、金種表や陶芸体験申込書の提出指示がなかったため、当日は
持参しておらず誤解を招くことになりました。
　なお、本庁は公金入金等システムにより処理されていますが、出先機関である総合体育館
アルゴも公金の入金に関わる取り扱いはアルテと同様の事務処理となっております。
今後、ＤＸの更なる検討が進む中、出先機関も本庁と同じシステムの整備導入されると思わ
れるため、その際は本庁と同じように対応したいと考えます。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 13 種類 定期監査 部署
いきいき社会創造課

（あお陶遊館）

頁 23 指　摘　事　項

回　答　事　項

D

監査指摘事項に対する措置実施状況

　当該施設は、小野市公園の設置及び管理に関する条例（昭和６３年条例第６号）に基づき
設置され、その施設に係る職員給与費及び管理経費については、土木費において予算措置さ
れている。
　しかし、当初は粟生駅前広場に設置された公園施設であるが、現在では、小野市教育委員
会事務局の内部組織等に関する規則（昭和５７年教委規則第２号）第３条において、教育委
員会の内部組織と規定されており、配置される職員は教育委員会の所属であり、かつ、土地
と施設も当該施設の所管となっている。
　以上のことから、当該施設の職員給与費及び管理経費については、教育費での予算化を検
討するように望みたい。

（R5．3回答）
　財務管理システムを担当する財政課と協議し、検討します。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 14 種類 定期監査 部署
いきいき社会創造課

(コミュニティセンター)

頁 25 指　摘　事　項

回　答　事　項

D

監査指摘事項に対する措置実施状況

　コミュニティセンターおのを除く他のコミュニティセンター（以下、「コミュニティセン
ター」という。）は、小野市健康福祉施設の設置及び管理に関する条例（昭和６３年条例第
９号。以下、「健康福祉施設設管条例」という。）に基づき、高齢者の健康増進等のための
福祉施策の一環として、入浴施設を含む健康センターをコミュニティセンター（当時は隣保
館）に併設していた。
　しかし、当該健康センターにある入浴施設の老朽化や利用者の減少等に伴い、入浴施設が
廃止され、現在では、当該施設を会議室等に改築して利活用している。転用後の会議室につ
いては、小野市立コミュニティセンター設置及び管理に関する条例（昭和５３年条例第２
号）に基づき運用しているため、健康福祉施設設管条例が規定対象とする施設ではない。
　コミュニティセンターにおいては、健康福祉施設設管条例を見直し、他に規定対象となる
施設を有しないのであれば、廃止条例の制定、及び健康福祉施設設管条例施行規則（昭和６
３年規則第１０号）の廃止を検討していただきたい。

（R5．3回答）
　健康福祉施設設管条例が求めている「高齢者の健康増進等」への取組については、庁内他
部署において、検診、フレイル予防及び生きがいづくりなどの多様な健康増進施策が展開さ
れています。当該健康福祉施設の設備等については、すでに、サービス利用者の減少や老朽
化のために入浴施設は廃止され、電位治療器などの機器も廃棄されています。
　以上のことから、当該健康福祉施設設管条例で設置された健康福祉施設は、市民の生活様
式の移り変わりや市行政サービスの変化の中で、すでにその役割を終えていると思われる側
面があります。
　今後は、現在、進められている全庁的な施設使用料の見直しの検討と合わせて、同条例の
廃止を視野に入れた検討を行います。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 15 種類 定期監査 部署
いきいき社会創造課

(コミュニティセンター)

頁 25 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　各コミュニティセンターには図書室が設置されており、過去に市費で購入した書籍、また
は、図書館から譲り受けた書籍などを保管し、地域住民へ貸出している。近年、新規に市費
で書籍を購入することがなく、図書館から譲り受けた書籍も、元来が除籍されたものである
ため、当該図書室の蔵書は、発行年月日が古い書籍が多数を占めている。
　しかし、書籍の新旧に関わらず、図書室の蔵書として陳列し、地域住民へ貸し出す以上
は、図書台帳を備付し、蔵書を管理する必要があると思われる。この度の監査で、各コミュ
ニティセンターに図書台帳の提出を求めたところ、一部は備え付けておらず、一部は過去か
ら更新していなかった。各コミュニティセンターにおいては、共通様式を定めた上で、図書
台帳を整備するようにしていただきたい。

（R5．3回答）
　各コミセンの図書台帳の様式については、すでに、共通様式を作成しており、令和5年4
月より新様式で事務を行います。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 16 種類 定期監査 部署
いきいき社会創造課

(コミュニティセンター)

頁 26 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　コミュニティセンターいちばでは、施設予約システムで貸出している施設には、集会室、
会議室Ａ、会議室Ｂ、和室、調理室があり、ＨＰにおいて各部屋の使用料一覧を公開してい
る。しかし、小野市立コミュニティセンター設置及び管理に関する条例（昭和５３年条例第
２号）別表には、会議室Ａと会議室Ｂではなく、会議室と明記していた。
　条例における会議室とは会議室Ａであり、会議室Ｂを一般的には貸し出していないとの説
明であったが、施設予約システムやＨＰにおいては、会議室Ｂも貸出の対象となっている。
ついては、早急に施設予約システム及びＨＰを改修し、条例の対象外である会議室Ｂを貸出
対象の施設から外していただきたい。

（R5．3回答）
　コミセンいちばの会議室Ｂの件については、すでに、施設予約システム及びＨＰから表示
を削除しており、貸出対象の施設から外しました。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 17 種類 定期監査 部署
いきいき社会創造課

(コミュニティセンター)

頁 27 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　小野市立市民研修センター管理運営に関する規則（昭和５４年教委規則第２号）第８条で
は、小野市立市民研修センター使用料減免申請書を様式第３号に、小野市屋内体育館管理運
営に関する規則（昭和６０年教委規則第２号）第８条では、小野市屋内体育館使用料減免申
請書を様式第４号に規定している。
　しかし、両規則に規定している様式と、両施設において実際に使用されている様式とは、
免除等の理由の欄に相違が見受けられた。改正規則を施行する時点で、受付に配備する様式
を入れ替えていなかったことによる不備と思われる。
　規則に様式を規定している申請書等については、実際に用いている様式と差異がないか見
直し、かつ、今後規則改正があった場合には、受付への配備までを一連の作業として認識す
るようにしていただきたい。

（R5．3回答）
　両施設とも、根拠規則に定める様式の申請書類に差し替えを完了しました。
　また、今後、当該様式に改正等が生じた場合は、改正時期にあわせ速やかに改正後の様式
申請文書を配備するよう関係職員に周知徹底しました。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 18 種類 定期監査 部署
教育総務課

 (小野東小学校)

頁 28 指　摘　事　項

回　答　事　項

D

監査指摘事項に対する措置実施状況

　普通財産を貸付けようとするときは、公有財産規則（昭和４１年規則第１号）第３０条第
１項の規定により、公有財産管理主管部である財政課が、借受申請書を提出させることと定
めている。この規定に則り、教育委員会は、小野東小学校敷地の東に位置する、普通財産
3,587㎡の敷地の借受申請書を、例年、財政課に提出している。
　借受けた敷地については、日常的に小野東小学校の教職員が、また、行事の際には在籍児
童の保護者が駐車場として活用しているが、未舗装で窪みも多いため、整備の要望を受けて
いるところである。
　財政課との協議の上でのことではあるが、今後も小野東小学校側が当該市有地の継続的な
利活用を望むのであれば、教育委員会は、財政課に対して所管換を申し出て、教育財産とし
た上で、財源を確保し、駐車場用地として整備されたい。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討

（R5．3回答）
　当該土地については、ご指摘のとおり、小野東小学校保護者等当該土地利用者からの整備
要望があることを市教育委員会も承知しており、駐車場としての状況の悪化が顕著にみられ
る場合は、公有財産管理主管部である財政課に対し駐車場整備等改善対策を依頼していると
ころです。
　今後も引き続き、当該土地を学校駐車場用地として借り受けすることを予定しています
が、一方で、市教育委員会以外の多用途で使用されていることもあり、普通財産のほうが利
用範囲が広がるため、現段階において教育財産とすることは考えていません。



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 19 種類 財政援助団体監査 部署
小野地区地域づくり協議会
（いきいき社会創造課）

頁 30 指　摘　事　項

回　答　事　項

C

監査指摘事項に対する措置実施状況

　協議会が実施する地域元気アップ活動団体支援事業において、支払証明書に費用科目を記
入していない団体、または、経費の大部分ないし全部を「その他の経費」に計上している団
体の例が見受けられた。支払証明書には、地域コミュニティ活動支援事業補助金交付要綱別
表に沿った費用科目の記載を義務付け、市補助金の補助対象であるか審査できるものとてい
ただきたい。
　また、事前に市長の承認なく、経費を「その他の経費」に計上したものは、市補助金の対
象外となることに留意しつつ、協議会は費用科目を審査し、適宜修正を指導されたい。

（R5．3回答）
　令和5年度の事業実施分から、指摘事項のとおり、協議会の会計事務に改めます。
　地域元気アップ活動団体支援事業で当該団体が作成する支払証明書については、費用科目
を記載するよう、地域づくり協議会事務局を通じて、当該団体に周知徹底します。
　一部の支出で「その他経費」で決算計上されていた部分は記載誤りであり、本来は、すべ
て、「需用費」や「報償費」など他の費用科目であるため、今後は決算仕訳において、正し
く、費用科目ごとに集計が行われるよう、地域づくり協議事務局に周知徹底します。
　また、今後、実際に「その他の経費」の支出が必要となる場合は、事前に市長の承認が必
要となることを、地域づくり協議会へあらためて周知を行うとともに、当該承認申請が行わ
れた場合は、承認の可否が慎重かつ適切に行われるようにします。
　上記回答内容については、4月中旬に開催されるコミセン所長会議で周知します。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

  

年度 Ｒ４ № 20 種類 財政援助団体監査 部署
下東条ふれあいの里

（産業創造課）

頁 31 指　摘　事　項

回　答　事　項

C

監査指摘事項に対する措置実施状況

　会の活動における各々の会員の役割を定めた、市においては事務分掌に相当する文書がな
かった。
　役割を明記した文書を作成し、備付していただきたい。

（R5．3回答）
　下東条ふれあいの里において、現在、業務手順書を作成し、業務を洗い出しされていま
す。
　定期総会を5月に開催されるため、それまでに全業務を整理のうえ、役割分担される予定
です。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討



 

 

 

年度 Ｒ４ № 21 種類 財政援助団体監査 部署
下東条ふれあいの里

（産業創造課）

頁 32 指　摘　事　項

回　答　事　項

A

監査指摘事項に対する措置実施状況

　レジの現金計数、商品の発注、商品の検品について、業務を実行した確認者の名前が、確
認した記録書類に残っていなかった。現金や物品に齟齬等が生じた場合には、後日、確認状
況を再度確認するケースが想定される。そうした場合に備え、記録書類には、確認者の名前
を記載するように業務手順を定めていただきたい。

（R5．3回答）
　既にレジの現金計数、商品の発注、商品の検品において、業務を実行した確認者の名前を
確認した記録書類に記載するよう改善しました。

対応状況 ※ 対応状況欄の記載方法　Ａ：既に処理済　Ｂ：対応不可能　Ｃ：現在処理中　Ｄ：未処理、今後検討


